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日

會
員
の
中
に
持
つ
た
も
の
で
、
近
頃
の

集
會
な
ど
に
古
馴
染
の
會
員
の
顔
が
余

り
見
え
な
い
の
は
、
な

勺
と
な
く
物
足

り
な
い
し
、
ま
た
少
ｔ́
ば
か
り
淋
し
い

氣
が
す
る
の
で
あ
る
。

會
員
名
簿
も
戦
の
た
め
に
中
絶
し
て

ま
だ
復
刊
す
る
に
至
ら
な
い
が
、
昭
和

十
七
年
度
の
を
み
る
と
、
そ
の
年
八
月

八
日
現
在
六
名
の
名
春
曹
員
を
加
へ
て

會
員
数
は

一
一
七
四
名
で
，
會
員
番
競

は
三
一
七
五
番
ま
で
登
録
さ
れ
て
ゐ

Э

が
、
最
近
の
調
べ
に
よ
る
と
二
〇
〇
〇

番
よ
り
若
い
番
競
の
會
員
で
、
會
か
ら

な
い
が
そ
れ
つ
き
り
で
は
困
る
の
で
あ

る
。松
方
君
は
そ
の
著
「
ア
ル
プ
ス
と
人
」

の

「
ア
ル
バ
イ
ン
ｏ
ク
ラ
ブ
の
こ
と
」

の
項
で

「
試
み
に

一
九
二
五
年
二
月
現

在
の
報
告
に
ヒ
る
と
、
會
員
線
敷
は
六

八
七
人
と
な
つ
て
ゐ

０
。
し
か
も
そ
の

中
で
九
十
才
ケ
越

え
た
大
先
輩
が
五
人

八
十
才
以
上
の
先
輩
が
二
十
五
人
と
い

う
の
だ
か
ら
、
還
暦
だ
と
か
古
稀
だ
と

か
い
つ
て
い
る
國
と
は
話
が
違

つ
の
で

あ
る
。」
，
書
い
て
ゐ
る
し
、
ま
た

「
登

山
家
の
議
顔
」
で
は

「
私
は
ア
ル
バ
イ

ア
ル
バ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
と
日
本
山
岳

會
と
は
誕
生
の
年
代
が
親
子
以
上
に
連

ふ
の
だ
か
ら
、
い
ま
引
用
し
た
や
う
な

こ
と
が
そ
の
ま
ヽ
わ
れ

わ
れ
の
目
‘′ぅ前

に
賞
現
す
る
と
は
考
へ
も
し
な

い
し
、

高
齢
者
の
多
い
こ
と
だ
け
が
会
の
張
み

で
な
い
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な

い
が
、

會
の
博
統
を
縫
ぎ
守
り
次
代
に
饉
へ
て

ゆ
く
の
は
古
る
い
會
員
だ
と
い
ふ
こ
と

は
間
違
ひ
な
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
近
頃

の
や
う
に
古
い
會
員
が
遠
ざ
か
っ
て
ゆ

く
の
は
、
日
本
山
岳
曹
の
た
め
〓
決
し

て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
ふ
。

戦
後
、
日
本
山
岳
自
の
動
き
方
も
大

い
に
憂
つ
て
き
た
。
祗
会
状
勢
の
大
興

革
か
ら
し
て
営
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

し
か
し
會
の
博
統
が
弊
履
の
や
う
に
棄

て
去
ら
れ
る
や
う
な
も
の
で
な
い
だ
け

に
、
古
る
い
会
員
が
も
つ
と
会
こ
開
心

を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な

い
の
は
敢
て
私
ひ
と
り
で
は
あ
る
ま
い

山
は
七
涯
の
件
侶
で
あ
る
な
ど
と
見

得
を
切
る
に
も
及
ば
な
い
が
、
山
は
若

氣
の
出
榮
心
だ
つ
た
で
は
、
美
し
い
山

に
封
し
て
顔
が
立
た
蜜
い
と
い
ふ
も
の

終
■ふ
γ
‐つ
う
０

昭
和
十
四
年
十
月
十
五
日

辰
沼
理
事
を
國
体
需
務
打
合
の
篤
、

甲
府

へ
派
遣
し
た
。

十
月
十
九
日
　
明
体
技
虜
打
合
会

入
洋
外
廿
名
出
席
ｂ
登
山
部
門
技
術

役
員
の
職
務
に
つ
い
て
打
合
を
し
た
。

十
月
十
五
日
　
國
体
打
合
会

甲
府
消
防
会
館
に
於
て
、
東
京
、
山

梨
関
係
者
五
十
餘
６
出
席
、
主
と
し
て

山
梨
側
の
役
員
に
よ
つ
て
、
本
行
事
及

公
開
行
事
の
双
方
に
亘
り
、
準
備
の
進

捗
状
態
に
つ
ン
、

各
担
任
責
任
者
の
報

告
が
あ
り
、
特
に
公
開
登
山
に
つ
き
努

行 事 豫 定
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行 事 未 定

於山岳会日雪壼

連
絡
っ
つ
い
て
ゐ
る
の
は
三
百
人
に
達

し
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
ぁ
る
。
勿
論
戦

争
の
た
め
に
貴
い
犠
牲
と
な
ら
れ
た
雪

員
。
物
故
さ
れ
た
會
員
も
少
く
は
な
い

が
、
そ
れ
に
し
て
も
千
七
・自
へ
に
も
及

ぶ
留
員
が
居
所
不
明
或
は
何
を
送
り
ど

ん
な
通
知
を
し
て
も
梨
の
つ
ぶ
て
と
い

ふ
の
は
、　
一
体
何
ア
物
語
る
も
の
で
あ

ら
う
。
こ
の
調
子
で
い
く
と
、
い
ま
に

日
本
山
岳
雪
は
若
者
だ
け
の
集
り
に
な

つ
て
し
ま
ふ
。

ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
若
人

の
集
り
、
そ
れ
も
い
い
こ
と
に
は
違
ひ

ン
ｏ
ク
ラ
ブ
の
或
る
集
會
ご
あ
つ
た

一

人
の
老
人
の
こ
と
を
思
ひ
出
す
。
そ
の

人
は
そ
の
時
九
十
を
越
え
た
老
人
だ
つ

た
。
‥
…

そ
し
て
九
十
老
人
は
私
は
も

う
年
だ
か
ム
死
頃
は
も
う
す
つ
か
わ
山

か
ら
へ
遠
ざ
か
つ
て
い
る
が
、
こ
う
や

つ
て
。
皆
の
話
を
聞
く
の
が
何
よ
り
集

し
み
だ
と
い
つ
て
、　
一
番
前
の
列
に
陣

取
つ
て
講
演
に
耳
を
そ
ば
だ
て
、
幻
燈

の
一
枚
々
々
に
限
を
輝
や
か
せ
て
い
る

の
だ
つ
た
。」
と
、
き
い
た
だ
け
で
も
ほ

ゝ
え
ま
し
い
状
景
を
書
い
て
ゐ
る
。

會

務

言巳

ヨ旨
呵臓

49 日 本 山 岳 會

藤

島

敏

男

「
日
本
山
岳
會
に
は
、
新
入
會
者
も

多
い
が
、
退
會
し
て
ゆ
く
人
も
、
可
な

り
に
あ
る
」
と
い
ふ
書
出
し
の

「去
つ

て
ゆ
く
人
々
」
な
る
小
島
さ
ん
の

一
文

が
、
會
報
に
の
つ
た
の
は
昭
和
五
年
十

二
月
の
第
二
競
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
島

さ
ん
の

「倶
松
の
匂
ひ
」
の
中
に
も
入

つ
て
ゐ
る
が
、
小
島
さ
ん
は
そ
の
中
で

「
私
は
毎
琥
の
ク
山
岳
ク
を
讀
ん
で
新

入
會
員
を
迎
へ
る
攪
び
の
あ
と
で
、
奮

岳
友
に
去
ら
れ
る
悲
哀
を
味
は
は
な
い

こ
と
は
な
い
。
‥
…

誰
に
も
都
合
　
あ

る
こ
と
だ
か
ら
、
去
つ
て
ゆ
く
人
々
を

今
更
何
と
致
し
や
う
も
な

い
が
、
中
に

は
山
岳
會
の
歴
史
か
ら
云
つ
て
も
去
贅

じ
と
も
な

い
人
た
ち
が
あ
る
。
私
は
未

練
が
ま
し
く
袖
は
引
き
止
め
な
い
が
、

「
あ
の
時
は
、
ね
え
君
」
ぐ
ら
ゐ
の
話

を
さ
し
て
も
し
ひ
た
い
、
叉
開
い
て
も

ら
ひ
た

い
。
」
と
言
つ
て
、
岡
野
金
次

郎
、
山
崎
紫
紅
、
伊
井
容
峯
．
坂
東
彦

二
郎
、
高
島
北
海
の
諸
氏
が
會
員
の
籍

か
ら
去
つ
た
こ
と
を

「古
い
酒
の
味
ひ

を
、
私
は
知
ら
な
い
が
、
古
い
友
達
の

懐
つ
か
し
さ
は
、
泌
み
ハ
ヽ
と
こ
た
へ

る
」
と
述
懐
さ
れ
て
い
る
。

山
岳
會
を
創
じ
め
、
こ
れ
を
育
て
て

き
た
小
島
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
、
創
期

の
會
員
は
み
ん
な
同
志
の
や
う
に
考
へ

ら
れ
た
だ
ら
う
か
ら
、
そ
の
仲
間
が
腕

落
し
て
ゆ
く
の
は
、
た
し
か
に
淋
し
か

つ
た
に
違
ひ
な
い
と
思
は
れ
る
の
で
あ

る
。
私
な
ど
は
創
立
嚢
起
人
は
も
と
よ

り
創
期
の
會
員
か
ら
み
掲
ば
．
遥
か
に

若
い
新
参
者
だ
か
ら
、
′―、
島
さ
ん
の
や

う
な
感
慨
を
も
ら
す
域
に
は
程
速
い
筈

で
あ
る
が
、
大
正
八
■
人
一
九

一
九
年
）

に
入
會
し
て
以
来
、
砂
か
ら
ぬ
知
友
を

1950年 3月

遠
ぎ
か
る
人
々

(_Z)
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力
す
べ
き
こ
と
を
申
合
せ
た
。

十
月
廿
六
日
　
連
絡
理
事
会

大
会
に
於
け
る
組
務

・
技
術

・
救
護

の
各
事
務
の
打
合
、
松
方
理
事
長
以
下

四
〓
名
出
席
、
谷
口
か
ら

「参
加
者
の

心
得
」
に
基
き
　
全
部
、
堀
田
が
技
術

辰
沼
が
救
護
、
村
山
が
喩
途
に
つ
き
、

各
担
任
剖
面
の
設
り
が
あ
つ
て
の
ち
、

細
部
の
事
項
に
つ
き
静
議
を
し
た
。

十
月
十
七
日
　
打
合
會

谷
日
外
五
名
Ｆ
体
事
務
打
合

十
月
十
八
、
九
日

國
体
参
加
者
の
う
ち
、
北
海
道
、
新

潟
、
山
形
、
岐
阜
、
一鵬
岡
、
熊
本
．
富

山
．
岩
手
，
大
分
の
各
代
表
の
先
着
渚

末
會
―
新
潟
代
表
藤
島
外
二
名
は
宿
泊

谷
日
外
三
字
徹
夜
従
業
す
。

十
臓
三
十
日
　
威
体
受
付

早
暁
鳥
取
代
表
、
及
公
計
登
山
参
加

佐
野
外
十
七
名
殊
室
を
先
登
に
午
前
中

各
肝
全
代
表
参
集
、
本
色
Ｆ各
彼
員
受
付

に
従
事
す
る
　
山
梨
支
部
今
井
及
縣
』

光
課
浄
澤
主
事
應
援
。

全
夜
富
士
へ
出
発
、
四
日
朝
解
散
ｂ

こ
の
Ｐ
の
記
事
は
別
に
拝
載
ｃ

十

一
月
九
日
　
連
絡
理
事
會

國
体
残
務
庁
理
打
合

十

一
月
十
六
日
　
役
員
絶
會

筆
四
回
門
体
富
士
登
山
に
対
す
る
山
梨

側
の
熱
意
と
養
力
に
感
謝
の
決
議
、
次

で
第
五
回
國
体
を
Ｆ
螢
す
べ
き
山
岳
目

体
の
問
題
及
び
参
加
代
表
の
範
目
な
ど

討
議
、
そ
の
仙
芙
蓉
難

（
富
士
新
設
山

小
屋
）
管
理
、
牌
関
誌
山
岳
、
山
日
記

山
岳
連
盟
、
會
員
名
簿
等
、
多
岐
に
亘

る
討
議
が
あ
つ
た
。
出
席
者
松
方
以
下

十
二
名
。

第
五
回
國
酔
協
議
の
篤
廿
二
日
、
三

重
に
入
沢
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
。

十

一
月
廿
三
日
　
連
絡
理
事
會

前
回
線
會
の
討
議
事
項
の
再
槍
討
。

十
二
月
七
日
　
連
絡
理
事
會

一　

全
上
、
次
で
新
年
度
事

‐
業
起
案
。

一　
十
二
月
十

一
日
　
役
員
紹
増

常
さ
ん
死
去
に
つ
き
香
資
贈
塁
、
山

梨
支
部
今
井
賢
事
長
厳
年
逝́
去
に
つ
き

非
公
式
な
が
ら
原
を
告
別
式
参
列
に
派

遣
す
る
こ
と
に
各
決
定
。

第
五
回
國
体
担
任
理
事
は
入
澤
と
決

定
。
山
岳
発
行
方
針
熟
議
。

芙
蓉
班
管
理
委
員
會
設
置
、
藤
島
、

成
瀬
を
委
員
に
任
じ
た
。

支
部
長
在
任
中
、
本
部
役
員
と
す
る

こ
と
の
討
議
。

新
入
會
員
報
告
、
會
計
報
告
勘
行
方

挿
示
ｏ
十
五
年

一
月
十
八
日
　
連
経
理
事
富

財
回
法
人
に
資
格
興
更
の
方
法
、
評

議
員
制
設
置
と
、
支
部
長
を
評
議
員
に

加
え
る
こ
と
の
可
否
討
詳
ｃ

新
年
度
書
費
年
額
変
更
案
、
地
方
〓
一

〇
〇
円
、
東
京
支
部
五
〇
〇
円

（
山
岳

一
冊
を
含
む
）
の
押
議
が
あ
つ
た
。

入
沢
か
た
三
砕
に
於
け
る
第
五
同
図

体
協
議
會
及
現
地
の
状
況
報
告
、
谷
口

り
下
八
名
出
席
し

一
月
廿
五
日
　
役
員
絶
會

谷
日
か
ら
十
二
月
迄
の
會
計
報
告
ゝ

各
役
員
か
ら
質
問
に
対
し
原
よ
ね
説
明

會
費
変
更
案
再
検
詩
、
山
岳
二
冊
を
含

み
、
東
京
七
百
円
、
地
方
五
百
円
と
し

會
員
組
會
に
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

評
議
身
は
廿
名
位
と
し
、
會
の
先
輩

か
ら
選
出
並
に
支
部
長
は
在
任
中
は
許

議
員
た
る
べ
き
こ
と
と
す
る
。

理
事
は
評
議
員
會
で
選
び
會
員
総
會

で
決
め
る
。
外
に
幹
事
は
少
壮
氣
銑
の

熱
意
あ
る
會
員
よ
わ
選
ぶ
こ
と
と
す
る

會
員
絶
會
の
日
を
い
定
Ｌ
力
。
藤
島

か
ら
不
〓
會

芽́
蓉
東
維
持
）
會
規
約

案
の
嚢
表
が
あ
つ
た
ｃ

外
國
山
岳
会
と
の
連
絡
、
会
誌
資
拶

の
方
法
な
ど
論
議
。
堀
田
外
十
三
名
出

席

二
月
一
日
　
連
絡
理
事
会

昭
和
二
五
年
度
会
費
額
、
支
部
諸
問

題
、
雷
話
設
置
、
会
員
総
会
、
支
部
長

会
議
、
新
年
度
行
事
な
ど
の
諸
問
題
討

議
、
松
方
外
九
名
出
席

二
月
八
日
　
全

前
週
議
題
の
外
、紳
戸
津
田
よ
り
、関

西
支
部
ル
ー
ム
維
持
、
兵
庫
支
部
設
立

案
の
論
明
が
あ
り
、
さ
ら
に
二
月
十
五

日
よ
り
三
月
間
耐
戸
に
開
催
さ
オー
る
貿

易
博
に
ス
ポ
ー
ツ
展
を
加
え
。
ビ
ッ
ケ

ル
を
卜
示
す
る
に
つ
き
、
名
作
品
い
出

品
方
票
請́
か
あ
つ
た
ｃ
藤
井
外
六
名
出

席
。二
月
十
四
日
　
全

第
五
同
餞
体
に
つ
き
、
坤
元
よ
り
伊

藤
秀
五
訂
、
三
柳
二
重
縣
依
育
訪
長
、

名
古
屋
跡
部
、
当
力
入
澤
外
チ
名
出
席

討
議
し
た
ｃ

二
月
十
二
日
　
役
員
絶
会

会
費
額
再
々
析
討

（
一
月
十
八
日
案

に
決
定
）
会
費
徴
敗
方
法
研
究
ｃ

静
岡
支
ギ
創
立
を
期
し
、
廿
六
口
準

備
会
を
行
ぅ
に
つ
き
、
谷
日
、
林
を
派

遣
す
る
こ
と
ヽ
し
た
。

山
形
支
部
創
立
の
申
出
が
あ
り
討
議

し
た
。

第
五
回
國
体
の
十
四
日
打
合
事
項
に

つ
き
討
議
。

會
員
総
會
は
二
月
十
五
日
午
後

一
時

牛
、
終
つ
て
支
部
長
会
議
開
催
に
決
定

回
書
整
理
乃
讀
書
専
用
日
制
定
を
討

議
。會
員
整
理
、
但
し

一
千
番
以
内
は
保

留
。固
書
室
再
建
資
金
の
名
を
匿
し
、
新

年
度
よ
り
は
固
書
基
金
と
し
、
日
書
の

充
賞
に
全
力
を
傾
け
る
方
針
と
し
た
。

固
書
室
横
張
若
は
事
務
室
攣
築
案
提

議
ｃ小
島
家
寄
附
金
を
以
て
故
烏
水
翁
の

レ
リ
ー
フ
を
作
り
外
部
に
取
付
け
る
こ

と
に
決
定
。

紳
戸
博
ビ
ツ
ヶ
ル
出
品
の
件
は
諸
股

の
情
勢
よ
り
拒
絶
の
外
な
し
と
の
結
論

に
な
つ
た
。

水
野

（
詳
）
氏
渡
英
に
つ
き
、
ア
ル

パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
に
連
絡
の
ア
法
研
究
。

藤
島
外
十
六
名
ｒ
席
ｃ

三
月

・
日
　
連
絡
理
事
會

年
度
末
會
計
報
告
、
會
員
絶
會
、
評

議
員
、
理
事
、
幹
事
、
東
京
支
部
運
営

等
の
議
題
に
つ
き
討
議
。

東
京
支
部
加
入
各
山
岳
會
の
代
表
的

人
士
と
優
秀
な
個
人
會
員
よ
り
響
事
、

幹
事
ろ
任
命
し
て
、
今
後
の
渾
誉
を
期

す
る
こ
と
に
し
た
ｏ

線
會
議
事
の
あ
と
、
十
六
ミ
リ
映
画

を
映
粂
す
る
に
つ
き
、
塚
本
氏
に
体
頼

す
る
こ
と
に
決
定
。

第
四
回
国
民
体
育
大
会

富
士
登
山
報
告

昭
和
十
四
年
十
月
舟
日
全
』
か
ら
集

ま
っ
た
山
の
代
表
及
役
員
三
百
餘
名
は

早
朝
、
本
會
事
務
妨
で
受
付
を
し
て
、

午
後
、
東
京
ラ
グ
ビ
ー
場
に
於
け
る
」

体
入
場
式
に
参
加
し
、
午
後
七
』
五
十

分
新
宿
嚢
列
車
で
富
士
へ
む
か
つ
た
。

深
夜
吉
田
に
下
車
し
た

一
同
は
１
肌

を
さ
す
塞
夜
、
婦
人
會
の
人
々
の
熱
誠

な
歎
迎
裡
に
各
宿
舎
に
分
宿
し
た
。

升

一
日
、
晩
私
の
快
晴
に
感
ま
れ
て

町
を
行
進
し
、
湊
間
紳
耐
で
催
さ
オー
た

入
山
式
に
列
つ
た
。
登
山
部
門
會
長
そ

の
他
の
挨
拶
が
あ
り
、
選
手
代
表
が
答

謹
し
、
用
意
の
自
動
車
に
分
乗
し
て
、

途
中
小
學
校
児
童
か
ら
秋
草
の
花
束
を

投
げ
ら
力
て
感
激
し
、
馬
返
に
つ
い
た

間
近
に
頂
上
の
雲
煙
を
指
呼
し
つ
つ
、

目
ざ
め
る
よ
う
な
唐
松
と
黒
木
の
錦
繍

を
り
な
す
密
林
を
ぬ
う
て
五
合
目
へ
。

十

一
月

一
日
、
Ａ
班
屏
風
尾
根
五
除

十
五
名
、
Ｂ
班
十
六
除
四
八
名
、
Ｃ
班

三
二
除
九
六
名
、
さ
ら
に
全
コ
ー
ス
及

各
班
に
四
五
名
の
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
を

配
置
し
て
、
技
術
指
導
並
事
故
防
止
に

当
レ
せ
、
富
士
と
し
て
は
稀
な
好
格
件

で
登
頂
し
た
し

三
日
　
雲
上
技
術
の
講
雀
と
ぅ
別
に

監
督
、
見
學
除
た
ど
の
登
頂
が
行
わ
れ

〓
■

匹
名
の
大
牛
が
登
頂
を
完
了
し
、

新
聞
人
を
ま
と
す
る
報
ギ
班
の
汗
躍
も

目
ざ
ま
し
か
つ
た
ｃ

選
手
掃
年
少
者
は
十
八
歳
、
最
年
長

者
は
五
十
二
歳
、
女
子
は
九
名
、
ま
た

根
ナ
輩
も
経
始
に

こ
に

こ
と
登
ら
カ

三
日
　
早
朝
か
ら
精
造
口
へ
、
多
彩

な
樹
林
の
風
光
θ
中
に
、
前
に
は
南
ア

ル
プ
ス
の
新
雲
に
粧
わ
れ
た
山
多
を
、

後
に
Ｅ
大
な
富
士
を
夏
み
つ
つ
、
風
穴

を
の
ぞ
い
た
り
し
て
精
ｒ
湖
時
へ
下
つ

た
。
ゆ
う
／
＼
大
型
バ
ス
九
台
に
分
乗

し
て
小
春
σ
陽
光
・ｃ
ん
さ
ん
た
る
青
木

ガ
原
の
樹
海
１
ぬ
け
、
河
口
湖
畔
か
ら

御
坂
新
道
を
辿
げノた
。
峠
の
小
什
み
で

は
全
員
か
カ
メ
ラ
を
活
降
さ
せ
た
ｃ

盆
地
の
雄
ス
な
風
光
を
め
で
け
甲
府

え
／ノ
い
た
Ｃ
市
中
を
徒
歩
行
逹
し
て
か

ら
、
縣
鸞
議
書
堂
に
於
け
る
盛
大
な
閉

會
式
に
臨
ん
だ
ｃ
知
事
、
市
長
、
本
管

山
梨
支
部
長
の
挨
拶
、
登
山
部
門
技
術

部
長
の
議
許
‐
本
会
々
長
及
旗
氏
σ
講

浪
が
あ
つ
た
ｃ

湯
村
温
泉
に
一
夜
を
途
つ
て
疲
勢
を

い
や
ｌ
全
区
岳
人
が
懇
親
を
深
め
た
こ

と
も
大
き
い
敗
穫
で
あ
つ
た
。

お
　
願
　
い

十
五
年
度
会
負
年
神
は
、
山
岳

一
勝

を
含
た
て
、
東
京
支
部
五
百
円
　
地
方

三
百
円
と
、
役
員
会
で
決
定
を
見
、
来

る
十
五
日
の
会
員
線
会
に
諮
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
当
日
若
け
豫
め
、
忌

憚
な
き
御
意
見
を
お
寄
せ
下
さ

る
ょ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(2)
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フ
ロ
ー
ド
ビ
ー
タ

小

委

員

會

こ
の
た
び
、
日
本
山
岳
會
特
別
委
員

會
の
下
に
、
プ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
小
委
員

會
が
破
足
し
た
。
持
嘲
委
員
會
と
は
御

承
知
っ
通
り
堀
田
理
事
以
下
四
名
の
委

員
か
Ｌ
成
ろ
委
員
會
で
あ
っ
て
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
遠
征
　
関
す
る
ち
ら
ゆ
る
研
究
調

査
を
す
ス
委
員
會
で
あ
る
。
然
し
乍
ら

そ
の
傘
下
に
費
行
日
体
が
生
れ
な
け
れ

ば
、
何
時
に
な
つ
て
も
遠
征
除
は
途
り

出
せ
な

い
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
出
現
が

待
た
れ
た
と
こ
ろ
、
先
ず
第

．
陣
と
し

て
名
の
り
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。

如
何
な
る
意
国
の
ド
に
虚
足
し
た
か

を
説
明
し
、
内
容
与
先
ず
理
解
し
て
頂

き
た
く
思
う
。
名
乗
り
を
あ
げ
た
仲
事

は
嘗
て
早
稽
田
大
學
体
育
會
山
岳
部
に

育
つ
た
連
中
で
あ
る
。
早
稽
田
山
岳
那

は
こ
の
†
年
以
上
に
亘
つ
て
常
に
ヒ
マ

ラ
ヤ
遠
征
を
念
頭
に
お
い
て
、、
訓
練
と

技
術
を
考
え
、
そ
れ
を
費
賤
し
て
来
た

の
で
あ
っ
て
、
機
会
ヽ
れ
ば
出
掛
け
ら

れ
る
用
意
は
し
て
来
た
っ
も
り
で
も
る

然
し
乍
ら
、
敗
戦
後
の
日
本
か
ら
態

々
ヒ
マ
ラ
ャ
ま
で
遠
征
除
を
途
る
こ
と

は
戦
前
考
え
て
い
た
よ
り
は
、
遥^
か
に

難
事
で
ヽ
り
、
出
掛
け
る
と
し
て
よ
種

々
の
困
難
と
制
約
と
は
ま
ぬ
が
れ
得
な

い
で
あ
ろ
う
。
亦

一
校
だ
け
「
遠
征
除

な
ど
も
非
常
に
困
難
に
な
つ
　
来
る
と

思
　
れ
る
。
我
々
と
し
´
も
貿
行
す
る

に
際
し
て
は
勿
論
日
本
山
岳
会
の
名
に

於
て
、
全
日
本
を
代
表
す
る
除
と
し
´

行
動
す

も
つ
も
り
で
あ
り
、
隊
員
を
選

抜
す
る
に
営
つ
て
も
早
稲
田
に
育
っ
た

者
か
る
抜
燿
す
る
考
え
な
ど
け
毛
頭
な

い
の
で
あ
る
。
唯
登
山
は
他
の
ス
ボ
ー

ツ
よ
り
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
面
ム
さ
る

こ
と
な
が
ら
力
の
パ
ラ
ン
ス
が
必
要
で

ふ
り
、
更
に
長
い
生
活
を
共
に
し
て
行

か
ね
ば
な
ら
ぬ
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ビ
け

不
素
か
ら
同
じ
訓
練
と
。
同
じ
技
術
と

を
乗
ね
備
え
て
い
な
い
と
全
除
の
実
綻

を
起
す
原
因
と
な
り
粉
ち
で
あ
る
。
我

々
は
早
積
出
の
試
み
て
い
る
登
山
方
法

を
理
解
し
、
烈
し
い
毎
日
の
ト
ン
ー

ニ

ン
グ
に
参
加
す
る
希
望
者
が
ら
れ
ば
喜

ん
で
何
へ
で
ム
仲
間
と
し
て
迎
え
る
で

あ
ろ
う
。

目
標
も
出
来
る
こ
と
な
ら
ゝ
バ
ル
ト

ロ
の
プ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
を
目
指
し
た
い

の
で
、
小
委
員
会
に
も
そ
の
名
を
冠
し

た
の
で
ち
る
ｏ
然
し
乍
ら
パ
ル
ト
ロ
は

ヒ
ヤ
ラ
ヤ
山
中
で
も
最
も
入
國
う
困
難

な
地
方
の
一
つ
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く

地
理

的

な
状

勢
か
ら
云
つ
て
も
、
最

も
経
費
を
纂
す
る
地
方
で
あ
る
。
我
々

と
し
て
も
、
パ
ル
ト
ロ
以
外
の
ガ
ル
ワ

ル
地
方
や
シ
ッ
キ
ム
に
封
し
て
も
十
分

な
用
意
は
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
可

能
で
あ
れ
ば
八
〇
〇
〇
米
わ
山
こ
挑
み

た

い
希
望
の
ち
る
こ
と
を
諒
察
し
て
頂

け
れ
ば
幸
で
あ
る
。

現
在
、
今
村
正
三
、
関
根
吉
郎
、
山

崎
安
治
、
藍
田
務
。
村
木
庸
（盆
、
越
智

英
夫
の
六
名
で
小
委
員
會
を
電
螢
し
て

い
つ
て
い
る
が
、
こ
の
六
名
は
結
局
山

て
入
つ
て
か
ら
先
の
こ
と
を
準
備
す
る

小
委
員
禽
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な

い
。
こ
の
除
を
日
本
か
ら
途
り
出
す
た

め
に
は
更
に
大
き
な
後
押
し
の
後
援
咽

体
の
必
要
さ
は
我
々
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
。
我
々
は
水
泳
界
に
た
と

え
れ
ば
村
山
主
府
以
下
の
役
割
を
果
し

得
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
は
是
非

と
へ
果
す
覺
悟
で
あ
る
。

勿
論
・
れ
を
買
行
す
る
の
け
講
和
會

諦
が
行
わ
れ
て
後
の
こ
と
ё
め
り
、
そ

の
後
に
な
つ
て
も
現
在
の
連
合
軍
の
深

い
理
解
が
な
け
れ
ば
行
い
得
ス
も
の
で

は
な
く
、
今
日
本
的
な
援
助
が
な
け
れ

ば
史
に
何
裏
も
な
し
得
な
い
こ
と
は
我

々
と
し
て
も
よ
く
理
解
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
。
そ
れ
に
は
先
ず
會
員
諸
氏

の
深
い
理
解
と
御
同
情

グ
得
な
十
れ
ば

な
ら
な
い
。

日
本
山
岳
会
の
名
二
於
て
行
う
か
ら

に
ょ
、
我
々
も
深
い
覺
悟
が
必
要
で
あ

り
。
周
到
な
る
準
備
が
必
要
で
あ
る
。

何
よ
り
も
隊
員
う
養
成
こ
そ
我
々
に
興

え
ら
れ
た
仕
事
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

さ
し
常
り
、
後
輩
に
当
る
早
大
山
岳
部

を
こ
の
小
委
員
會
の
責
任
に
資
て
訓
練

炉
′Ｄ
豫
定
で
ルっ
り
、
本
手
の
二
月
か
ら

三
丹
に
及
ん
で
前
穂
高
北
尾
根
を
舞
台

と
し
て
、
そ
の
第

一
回
を
行
う
豫
定
で

あ
る
。
今
ま
で
多
く
の
登
山
は
参
用
者

以
外
の
人
々
の
全
然
見
て
い
な
い
と
二

ア、
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
批
判

も
出
来
な
か
っ
た
が
．
今
回
は
是
非
、

上
高
地
か
ら
徳
澤
邊
り
ま
で
来
て
、
我

々
の
訓
練
す
る
除
と
そ
の
装
備
が
如
何

に
訓
練
さ
れ
。
と
と
の
っ
て
い
る
か
を

賞
際
に
見
て
批
剣
し
て
頂
き
た
い
と
思

つ
て
い
る
。

会
と
し
て
こ
の
除
な
ら
ば

こ
い
う
と

二
ろ
ま
で
来
な
く
て
は
我
々
Ｌ
・し
て
も

決
し
て
日
本
山
岳
会
の
名
に
於
て
行
動

を
起
す
こ
と
は
出
来
な
い
話
で
あ
る
。

小
委
員
會
の
羨
足
に
営
り
、
我

々
の

計
画
と
決
心
の
一
端
力
披
涯
し
て
會
員

諸
氏
の
今
後
の
御
叱
正
と
御
援
助
を
お

願
い
す
る
所
以
で
あ
る
。
（開
根
　
吉
郎
）

會
報
次
琥
は

一
五
〇
琥
と
な
り
ま
す
の

で
十
二
頁
位
の
増
大
読

τ
計
画
し
て
を

り
ま
す
。
新
入
け
、も
と
よ
り
古
い
會
員

の
方
に
も
是
非
御
寄
稿
を
ね
が
い
度

い

思
い
ま
す
。
筒
会
報
は
従
来
の
様
式

に
よ
る
と

一
〇

一
琥
―
―

一
五
〇
琥
で

一
緒
に
合
本
さ
れ
る
こ
と
に
か
り
ま
す

の
で
絶
目
録
ょ
準
備
し
て
を
め
ま
す
。

Ｘ

　

　

　

　

　

　

　

，Ｘ

機
関
誌
「
山
密
」
に
つ
い
て

昭
和
十
八
電
九
月
に

「山
岳
」
第
二

十
七
年
第

一
琥
が
刊
行
さ
れ
ｔ
き
の
で

そ
れ
か
ら
五
年
の
あ
い
だ
中
絶
し
て
い

た
の
が
、
昨
二
十
三
年
十

一
月
復
刊
さ

れ
た
と
き
、
わ
れ
わ
に
は
ホ
ッ
と
し
た

も
の
だ
。
と
こ

っ
が
引
受
け
た
書
店
の

都
合
で
あ
と
が
債
か
な
く
な
り
、
ま
た

中
絶
の
憂
目
を
み
る
こ
と
か
と
心
配
さ

せ
ら
札
た
の
ゼ
が
、
幸
ひ
薔
員
で
あ
り

山
の
本
の
刑
行
者
と
し
て
定
許
の
あ
る

″
山
　
岳
゛

第
四
四
年
第
二
号

が
出
来
上
り
ま
し
た
。
宅
一債

一
八

〇
円
、
会
員
‐ま

一
七
〇
円
で
お
頒

ち
致
　
ま
す
。
郵
途
希
望
者
は
途

料
二
〇
円
を
加
へ
御
申
込
下
さ
い

主
要
内
容

ペ
テ
カ
リ
岳
各
期
登
攀
史
（
北
大
）

南
岳
夕
越
え
て
　

　

　

（
早
大
）

畳
岩
尾
根
の
登
攀
　
　
　
（
明
大
）

積
雪
朝
の
扉
風
岩

（
伊
藤
洋
干
）

其

，
他

官
員
四
面

ｏ
一
六
〇
貞

岡
茂
雄
氏
の
好
意
に
し
つ
一、

先
頃
第

四
十
四
年

一
読

と
し
て

「
小
島
烏
水
紀

念
続
」
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
の

で
あ
る
。

往
年
の
や
う
に
書
費
を
佛
つ
て
い
る

會
員
の
手
に
自
然
に

「山
岳
」
が
屈
く

仕
組
な
ら
げ
な
に
も
問
題
　
な
い
が
、

い
ま
は
會
費
と

「
‐ＩＩ
岳
」
代
と
は
別
に

な
つ
て
い
る
も
の
で
、
ど
う
し
て
も
會

員
か
ら
の
積
逝
的
な
申
込
に
よ
つ
て
、

「
山
岳
」
を
捌
い
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
と
こ
ろ
が
會
員
数
に
比
し
て
内
輪

に
刷
つ
た
に
も
拘
ら
ず
、

「山
岳
」
の

捌
げ
方
は
餘
り
思
は
し
い
と
は
言
え
な

い
状
態
で
あ
る
ｏ
こ
れ
で
は
財
政
内
見

地
か
ら
不
■
も
出
版
者
も
行
詰
つ
て
、

ま
た
ま
た
晴
礁
に
乗
上
げ
る
惧

に
な
し

と
し
な
二
ｏ

「
山
岳
」
の
刊
行
メ
會
と
し
て
最

う

重
要
な
事
業
０
一
つ
で
あ
り
、
後
代
に

形
と
し
て
鹿
る
も
の
は

「
山
岳
」
ゼ
け

と
も

い
え
ぅ
の
だ
が
、
そ
の

「
山
岳
」

に
対
し
て
會
員
の
支
寺
が
捗
々
し
く
な

い
と
ｒ
ｔ
ば
、
そ
れ
は
誠
に
残
念
な
こ

し
で
あ
る
。

「
小
島
烏
水
紀
詠
琥
」
に
し
て
も
こ

れ
を
経
讀
す
化
ば
、
故
人
を
直
接
知
る

と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
ごて
老
小
島
さ

も
の
．
コ
ゝ
文
學
、
浮
世
檜
、
氷
河
問

題
な
ど
に
鹿

さ
れ
た
幅
ひ
ろ
い
美
績

を
窺
ふ
こ
と
が
出
え
る
ば
か
り
で
な
く

日
本
劇
岳
會
創
立
当
時
の
事
情
か
ら
．

さ
ら
に
本
會
の
専
続
の
一
端
ケ
も
知
る

こ
と
が
出
来
る
ぅ
で
、
古

い
會
員
に
も

新
し
い
會
員
に
も
深
い
興
味
を
も
た
れ

る
べ
き
内
容
を
盛
つ
た
も
の
と
断
言
じ

て
暉
ら
な
い
の
で
ち
ろ
ｏ

職
中
哉
愛
こ
行
わ
れ
た
最
も
注
目
す

べ
き
登
山
記
録
に
、
苦
心
の
研
七
を
丼

録
し
た
四
十
四
年
二
暁
も
引
績
い
て
刑

行
さ

■
ｔ
。

会
う
機
綱
誌
に
対
し
て
會
員
が
さ
ら

に
張
い
支
持
と
架
い
嘲
心
と
を
与
せ
ら

ん
う
こ
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
次
第

で
いめ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
．Ｆ
）

会
報
霊
刊
運
延
の
お
わ
び

一
四
八
琥

‐ょ
十
三
日
発
刊
豫
定
な
の
に

國
体
参
加
の
会
員
　
甲
府
で
お
度
し
ヽ

て
決
料
節
倒
や
固
ろ
う
と
し
た
が

一
日

違
い
で
間
に
合
は
ず
、
本
琥
まヽ

一
月
に

発
刑
の
豫
定
を
、
都
合
で
遅
延
‐
ノた
こ

と
を
深
く
お
詫
び
し
ま
す
。

(3)
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第

一
一
三
回
小
集
会

秋
も
た
け
な
わ
な
十
月
二
十
日
、
酒

井
菊
雄
氏
を
は
る
ば
る
秩
父
大
河
村

か

ら
煩
わ
し
て
、
久
し
ぶ
り
の
十
六
ミ
リ

映
画
観
賞
會
を
催
し
た
ｃ

製
岳
牛
活

（
夏
の
記
録
）
、　
味
覺
と

祠
覺
の
旅

ハ秋
´
甲
斐
風
上
記
二
篇
）

志
賀
高
原
の
四
季
、
〓
篇
で
い
づ
れ
も

最
近
　
傑
作
ぞ
ろ
い
で
、
さ
ら
に
興
味

深

』
説
明
が
加
え
ら
れ
て
、
参
会
者
約

六
十
人
、
ず
つ
と
古
い
人
々
も
見
え
、

時
の
た
つ
の
よ
忘
れ
て
、
槃
し
い
一
夕

を
過
し
た
。

第

一
一
四
集
小
回
会

十

一
月
十
七
日
　
固
書
室
に
て

講
演
　
辻
村
太
郎
博
士

「火
山
地
形

の
話
」

今
年
″
秋
は
天
氣
の
悪
い
日
が
多
く

心
地
よ
い
秋
晴
れ
の
日
も
少
な
い
ｏ
当

日
本
夕
方
か
ら
雨
に
な
る
と
い
は
れ
て

い
た
が
降
ら
な
か
つ
た
ｃ
辻
村
博
士
の

講
演
は
ま
づ
年
少

‐．
頃
、
佳
居
の
あ
つ

た
小
田
原
の
町
か
以
″箱
根
¢
山
々
を
、

そ
の
形
が
何
と
な
く
ほ
か
の
普
通
の
山

ら
し
い
格
好
を
し
て
い
る
も
の
と
異
つ

て
い
る
の
を
不
思
議
に
思
ひ
な
が
ム
眺

め
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま

つ
た
。
そ
し
て
外
国
の
方
々
の
人
山
地

形
、
ジ
ャ
パ
の
人
山
、
ョ
ー
ロ
ツ
パ
の

人
山
、
中
で
も
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ベ
ル
ニ

ュ
地
方
の
火
山
錐
の
話
、
人
山
を
研
究

し
た
外
國
の
學
者
や
日
本
の
學
者
に
つ

い
て
、
そ
し
て
日
本
の
火
山
の
話
に
な

つ
た
。
日
本
が
世
界
で
も
有
名
な
火
山

國
で
あ
り
、
そ
の
火
山
に
は
世
界
有
敷

の
特
長
を
具
え
た
も
の
か
少
な
く
な
く

、
賞
に
火
山
の
賓
庫
で
あ
み
が
、
ま
だ

火
山
に
つ
い
て
、
ま
と
ま
つ
ナ
著
書
が

あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
話
が
次
々

に
語
ら
れ
た
が
、
私
は
更
に
多
く
を
き

き
た
い
と
時
間
の
た
つ
の
を
惜
し
ん
だ

の
で
あ
つ
た
。

ま
た
、
或
る
出
の
話
が
出
る
た
び
に

黒
板
に
画
か
れ
る
山
の
姿
の
素
描
に
、

聴
衆
は
か
つ
て
遊
ん
だ
そ
れ
ら
の
山
々

を
ほ
う
ふ
つ
と
目
に
描
い
た
こ
と
で
あ

つ
た
ろ
う
。
講
演
の
あ
と
で
博
士
を
中

心
に
雑
談
が
は
じ
ま
つ
た
が
、
は
じ
め

に
、
聴
衆
か
ら
の
い
く
つ
か
の
質
問
に

答
え
た
あ
と
、
氷
河
の
話
や
、
い
ろ
い

ろ
の
學
者
の
研
究
の
話
が
再
び
出
た
。

小
島
烏
水
氏
や
大
闘
久
五
郎
氏
の
名
前

が
出
た
の
も
こ
の
時
で
あ
つ
た
ｏ
大
関

氏
に
つ
い
て
は
単
な
る
地
理
の
先
生
と

見
ら
れ
ず
、
す
ぐ
れ
た
教
育
右
で
あ
り

ア
ポ
ス
ル
で
あ
る
と
さ
へ
述
べ
ら
れ
た

″
山
日
記

″
昭
和
十
五
年
度
版

待
望
の
山
日
記
が
変
刑
さ
れ
ま
し

た
。
會
員
に
限
り

一
割
引

一
八
〇

円
で
お
頒
ち
し
ま
す
ｃ

（途
料
二

〇
円
）
是
非
お
申
込
ね
が
い
ま
す

が
ち
よ
う
ど
大
関
氏
に
中
學
で
地
理
を

教
わ
つ
た

（
明
治
の
末
で
あ
ら
う
か
）

湯
本
氏
も
席
に
あ
つ
て
、
そ
の
修
学
旅

行
が
正
に
教
室
の
延
長
で
あ
り
中
學
生

に
と
つ
て
な
か
な
か
果
で
は
な
か
つ
た

な
ど
と
い
う
話
で
あ
つ
た
。
こ
の
楽
し

い
難
談
は
一
時
間
に
も
及
ん
だ
が
、
帰

宅
す
る
時
間
が
あ
る
の
で
、
や
つ
と
人

々
は
断
念
し
て
帰
ろ

つ
と
し
た
の
で
あ

つ
た
。
最
近
、
私
に
は

「
山
岳
」
第
四

四
年

一
開
烏
水
記
念
読
に
あ
る
同
博
士

の

「
小
島
烏
水
と
日
本
ア
ル
プ
ス
の
氷

河
地
形
」
を
讀
ん
で
。
豊
か
な
文
章
と

思
っ
た
が
、
こ
の
講
演
も
誠
　
榮
し
く

心
持
が
曖
か
く
な
る
思
ひ
が
し
た
。
当

夜
、
誘
つ
て
行
つ
た
私
よ
り
も
ず
つ
と

若
い
人
も
、
翌
朝
さ
つ
そ
く
、
私
の
受

け
た
同
じ
や
う
な
印
象
を
述
べ
て
、
誘

つ
た
私
え
の
譴
に
添
え
た
の
で
あ
つ
た

紹
介
の
辞
を
述
べ
た
藤
島
氏
は
辻
村
博

士
を
教
授
と
し
て
よ
り
も
、
明
治
三
十

九
年
に
入
會
し
た

（会
員
番
琥
は
二
十

一
番
）
日
本
山
岳
会
の
大
先
輩
と
し
て

こ
の
席
に
お
招
き
す
る
こ
と
の
出
来
た

喜
び
を
述
べ
、
ま
た
若
い
人
々
が
、
こ

の
お
話
に
よ
つ
て
一
そ
う
向
學
の
心
持

に
な
る
こ
と
を
希
つ
た
。
私
も
、
そ
の

夜
お
そ
ど
帰
宅
し
て
、
さ
つ
そ
く
岩
波

新
書
の

「山
」
を
持
ち
出
し
、
そ
の
中

の

「
氷
河
」
や

「火
山
」
の
所
な
ど
を

開
き
、
さ
ら
に
、
お
そ
く
ま
で
起
き
て

い
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
っ
い
つ
も

の
や
う
に
、
こ
の
や
う
な
山
の
話
や
、

天
体
の
話
ぅ
人
類
が
い
た
か
ど
う
か
も

解
Ｌ
．な
い
大
む
か
し
の
頃
の
事
な
ど
を

想
ひ
な
が
ら
叉
い
ま
の
汚
辱
の
世
の
中

を
牌
う
と
卜
に
夏
な
氣
に
な
る
の
で
あ

つ
た
。
　

　

　

　

　

（
田
邊
主
計
）

富
士
山
の
新
し
い
小
屋

▽
芙
蓉
幽
荘
△

昨
年
の
第
四
回
國
体
の
富
士
登
山
を

機
に
、
山
梨
島
営
局
に
よ
つ
て
、
富
士

山
小
御
岳
・酔
耐
の
近
く
の
自
檜
を
主
と

す
る
密
林
内
に
、
す
っ
き
り
し
た
山
嘉

が
建
て
ら
れ
た
。
営
時
宿
泊
し
た
會
員

諸
氏
は
よ
く
知

つ
て
い
る
通
り
、
純
洋

式
三
階
建
　
外
部
九
太
組
、
内
部
は
板

張
、
収
容
人
員
四
十
八
ゝ
三
階
は
寝
室

で
全
部
寝
台
が
作
り
つ
け
ら
れ
、

一
階

大
牛
は
食
堂
乗
談
話
室
で
、
便
所
、
炊

事
場
、
浴
室
．
乾
燥
室
ま
で
完
備
し
、

多
期
使
片
．に
遺
憾
の
な
い
よ
う
設
計
さ

れ
て
あ
る
し

富
士
の
各
期
登
山
も
す
で
に
久
し
い

こ
と
に
な
る
が
、
あ
れ
だ
け
の
大
き
さ

と
多
く
の
面
を
も
ち
な
が
ら
、
未
だ
か

つ
て
完
全
な
多
の
根
嫁
地
と
い
う
も
の

が
な
か
つ
た
こ
と
は
．
む
し
ろ
ふ
し
ぎ

で
も
あ
り
、
永
い
間
不
自
由
を
忍
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

こ
の
山
裏
の
建
設
に
よ
つ
て
，
富
士

の
多
期
登
山
が
少
し
で
も
安
全
快
通
に

な
り
、
よ
り

一
そ
う
盛
ん
に
な
る
こ
と

が
豫
想
さ
れ
か
つ
翠
ま
し
い
。

夏
の
使
用
者
は
、
原
則
と
し
て
外
人

を
対
象
と
す

０
こ
と
に
な
つ
て
い
る
し

多
と
夏
以
外
、
春
秋
の
頃
も
こ
の
よ
き

根
撼
地
に
よ
つ
て
富
士
の
も
つ
よ
さ
が

ま
す
ま
す
倍
加
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

こ
の
山
荘
仲
用
に
当
つ
て
は
、
縣
当

局
と
相
談
の
上
、
本
書
に
於
て
藤
島
理

事
が
詳
細
な
規
則
を
作
つ
て
い
る
が
、

保
存
を
完
全
に
す
る
篤
に
、
維
持
會
員

制
と
し
て
、
相
当
高
額
の
會
費
を
と
″
ノ

会
員
の
優
先
使
用
を
認
め
、
そ
の
他
の

使
用
に
、
縣
観
光
課
、
又
は
そ
の
代
行

と
し
て
本
会
で
學
校
山
岳
部
や
山
岳
団

證
な
ど
を
詮
衡
の
上
で
許
可
す
る
こ
と

と
す
る
方
針
に
大
体
決
定
し
、
誰

―
も

彼
に
も

一
般
に
は
自
由
開
放
は
し
な
い

な
お
細
目
は
規
則
が
で
き
次
第
発
表
す

る
。

ア
ル
バ
ー
タ
の
集
ひ

ア
メ
リ
カ
ン
ｏ
ア
ル
バ
イ
ン
タ
ラ
ブ

の
会
員
で
あ
る
オ
ー
パ
リ
ン
、
エ
イ
ヤ

ー
ス
の
雨
氏
が

一
九
四
八
年
夏
ア
ル
バ

ー
タ
峯
の
第
二
登
頂
に
成
功
し
、
曾
て

根
氏
の
一
行
が

一
ブー
二
五
年
の
初
登
頂

グ
折
、
そ
の
頂
に
残
し
て
き
た
ビ
ツ
ケ

ル
を
も
ち
力
へ
わ
米
國
の
山
岳
博
物
館

に
納
め
た
と
言
ふ
話
は
、
わ
れ
わ
れ
の
ぃ

記
憶
に
ま
だ
新
た
な
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
後
雨
氏
等
と
文
通
を
交
は
し
て
き

た
会
員
三
田
幸
夫
氏
の
手
を
経
て
、
今

般
雨
氏
か
ら
日
ブ
山
岳
会
に
そ
の
ビ
ツ

ケ
ル
の
積
型
が
記
念
と
し
て
ヵ
く
ら
れ

て
き
た
。

タ
ア
ル
バ
ー
タ
の
銀
の
ビ
ツ
ケ
ル
ク
と

云
ふ
博
設
に
従
つ
て
ビ
ツ
ケ
ル
の
頭
部

は
銀
色
に
鍍
金
さ
れ
、
〓
り

＞
こ
①【
ξ
‐

も
減
■
卜
・ｃ
ｏ
と
刻
Ｉ
れ
、
す
つ
き
り

一

し
た
ア
ツ
シ
ユ
の
柄
に
は
贈
り
主
二
人

一

の
姓
名
が
焼
き
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
じ　
　
一

会
は
雨
氏
ら
の
厚
意
を
多
と
し
昨
年

暮
も
お
し
せ
ま
つ
た
十
二
月
二
十
六
日

（月
）
午
後
五
時
升
分
か
ら
当
時
の
除

員
槙
氏
を
は
じ
め
三
田
Ｄ
田
村
雨
氏
を

招
き

（早
川
氏
は
都
合
で
不
参
）
役
員

一
同
晩
餐
を
共
に
し
つ
ゝ
懐
螢
の

一
タ

を
す
こ
し
た
。
当
時
の
除
員
の
出
身
校

千
あ
る
慶
應
、
農
習
院
山
岳
部
の
現
役

一

も

一
人
宛
こ
の
席
に
招
か
れ
た
ｏ
　
　
　
一

席
上
松
方
理
事
長
の
挨
拶
に
こ
た
へ

一

た
三
田
氏
は
ア
ル
バ
ー
タ
の
思
ひ
出

ヽ
一

あ
と
に
、
同
氏
が
曾
て
ヒ
マ
ラ
ャ
を
目

一

指
し
て
遂
に
賞
現
出
来
な
か
つ
た
思
ひ

一

出
を
織
り
込
み
つ
ゝ
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に

一

言
及
さ
れ
、
是
非

一
日
も
早
く
日
本
山

岳
会
か
ら
ヒ
マ
ラ
ャ
に
隊
を
途
り
た
い

孝
の
時
は
應
分
の
協
力
を
惜
し
ま
な
い

と
力
張
く
述
べ
て
万
場
の
拍
手
を
浴
ひ

た
。
つ
ゞ
い
て
槙
氏
に
と
く
に
当
時
の

隊
員
で
既
に
物
故
さ
れ
た
岡
部

ｏ
波
多

野
雨
氏
の
思
ひ
出
を
印
象
的
に
語
ら
れ

た
。
筒
田
村
氏
の
追
想
談
に
つ
ゞ
い
て

有
志
の
テ
ー
ブ
ル
ｏ
ス
ピ
ー
チ
あ
り
．

窓
外
の
凍
て
つ
く
よ
う
な
塞
さ
も
打
ち

忘
れ
着
談
が
つ
き
ず
、
会
を
閉
し
た
の

け
十
時
に
近
か
つ
た
ｏ

其
の
後
当
日
の
記
争
鴬
虞
に
添
へ
て

会
か
ら
雨
氏
宛
證
状
を
差
出
し
た
所
、

二
月
二
十
三
日
附
で
折
か
へ
し
鄭
重
な

返
信
に
接
し
、
又

エ
イ
ヤ
ー
ス
氏
の
配

慮
に
よ
リ
ア
メ
リ
カ
ン
ｏ
ア
ル
バ
イ
ン

タ
ラ
ブ
と
本
会
と
の
連
絡
ム
職
前
に
復

さ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
贈
ら
れ
た
ビ
ツ
ヶ

ル
の
窟
興
及
書
状
は

「山
岳
」
次
号
に

拶
載
の
豫
定
で
あ
る
。

Ｘ

Ｘ

(4)
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一　
日
書
室
か
ら
の
報
告

資
金
が
豫
定
通
り
集
め
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
危
ぶ
み
な
が
ら
、
乗
り
か

ゝ
つ

た
舟
と
度
胸
を
き
め
て
、
固
書
室
の
起

工
式
や
上
棟
式
存
・翠
げ
て
、
や
が
て
も

う

一
年
に
な
る
。

先
頃
の
第
四
同
國
民
体
育
大
会
登
山

部
門
に
参
加
し
た
各
地
方
　
登
山
者
が

ル
ー
ム
の
内
外
に
充
ち
浴
れ
た
の
を
み

て
、
小
さ
い
な
が
ら
も
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム

を
ヽ
つ
こ
と
の
よ
さ
を
感
じ
た
の
は
、

恐
ら
く
私
ひ
と
り
で
は
あ
る
ま
い
。

會
員
小
野
幸
君
そ
の
他
の
手
に
よ
つ

て
、
今
日
す
で
に
集
ま
つ
た
固
書
の
整

理
も
着
々
瓶
み
つ
ゝ
あ
る
。
日
本
で
唯

一
∩
山
岳
固
書
室
た
ら
し
め
る
に
は
、

軍
行
本
會
報
部
報
　
片
々
た
る
も
の
で

も
集
め
て
ゆ
か
ね
ば
な
し
な
い
。
固
書

室
と
し
て
の
機
能
を
充
分
に
霊
揮
十
る

や
う
に
な
れ
ば
、
集
會
室
と
い
ふ
か
談

話
室
と
い
ふ
か
そ
ん
な
部
屋
も
別
に
も

う

一
室
欲
し
い
も
の
だ
ｃ

い
づ
れ
に
し
て
ム
先
立
つ
も
の
は
資

金
で
あ
る
。
ま
た
固
書
資
料
の
た
ぐ
い

で
あ
る
。
こ
れ
は

一
人
や
二
人
の
力
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
ｃ
會
員
諸
兄
が

自
分
達
の
日
書
室
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
の
デ

成
は
、
自
分
達
の
手
で
力
で
と
い
ふ
氣

分
に
な
　
て
、
始
め
て
可
能
な
こ
と
な

の
で
あ
る
。

急
に
は
出
来
な
い
相
談
で
あ
る
が
、

氣
永
に
根
氣
張
く
や
っ
て
ゅ
く
積
り
だ

か
ら
、
諸
兄
も
支
援
を
情
し
ま
れ
な
い

や
う
に
お
願
い
す
る
。
　

（Ｔ

ｏ
Ｆ
）

寄
附
≠
芳
名

一
万
円
　
日
本
交
通
公
祗
　
三
千
円

三
田
幸
夫
　
一
千
円
　
伊
藤
洋
干
　
廣

島
山
岳
會
　
入
沢
文
　
　
五
百
円
　
月

原
俊
一一　
一藤
原
喜
代
男
　
新
堀
春
喜

沼
倉
寛
二
郎
　
四
七
０
円
　
榎
本
豊
松

〓
面
円
　
高
橋
良
之
助
　
後
藤
悪
治

櫂
藤
太
郎
　
二
五
０
円
　
主円
木
巌
　
二

百
円
　
西
尾
治
郎
　
林
部
義
雄
　
木
村

剰
雄
　
面
円
　
佐
藤
忠
雄
　
池
田
睦
男

松
永
菊
芳
　
吉
野
興
博
　
五
十
円

岡
田
允
克

小
計
　
二
万
六
百
七
十
円

累
計
　
六
九
五
、
四

一
五
円

現
在
ま
で
の
支
出
は
左
、
通

ドヽ
あ
る

建
　
築
　
費
　
　
五
五
三
、
七
〇
〇
円

、
○
○
○

、
つ
〇
〇

、
八
八
〇

、
○
○
○

六
〇
〇

計
　
　
　
　
六
八
五
、　
一
八
０
円

（
一
月
二
十

一
日
現
在
）

園

書

紹

介

（
一
）

〃
越
後
山
岳

″
　
第
二
院

日
大
山
岳
会
越
後
支
部
刊

口
絵
籍
中県
版
二
葉
、
別
刷
固
面
及
植

物
目
録
二
枚

Ａ
５
版
　
一
三
〇
頁
　
会
員
頒
債

一

二
〇
円

原
　
　
全
　
教

木
会
越
後
支
部
の
機
関
誌
″
越
後
山

岳

″
第
〓
・琥
が
出
た
Ｌ
表
紙
は
明
る
く

感
じ
の
よ
い
、
飯
豊
山
塊
中
の
名
峯
払

差
岳
の
素
描
が
掃
げ
ら
れ
て
あ
る
。

毎
琥
、
各
郡
別
に
、
山
キ
標
高
順
に

丹
座
を
列
ね
、
本
琥
で
は
、
東
蒲
原
の

分
が
、
最
高
は
飯
豊
の
大
日
、
最
低
は

傾
り
山
の
六
四
二
米
に
至
つ
て
ゐ
る
。

胃
頭
に
才
部
長
藤
島
氏
の
、
日
本
田

岳
会
に
対
す
る
熱
意
と
、
支
部
運
誉
に

就
て
抱
負
が
述
べ
ら
れ
傾
聴
す
べ
き
も

の
が
あ
る
。

次
は
榎
さ
ん
が
、
高
頭
分
に
就
て
、

温

い
奪
敬
の
言
葉
ル
以
て
評
ら
オー
、
翁

が
山
岳
会
の
生
み
の
親
で
あ
り
、
日
本

什
　
　
　
器

固
書
購
入
費

通 蔵 保

信書 陰

費・印 料

七 四
一 九 四 六

西 銀 座 に !好 日山荘 開 店
日頃C御愛顧を感謝致します。
今般、従来の日本橋の店をやめまして下記の通り、西銀座
にて開店いたします何とぞ御主寄り下さいますように。

御待ちしております。
十数年末の歴史とそして貿壌から生れたより良き山とスキ
ーの用具を、他店よりも安くとの目標をもつて進み度いと

存じますどうか更に御指導と御教示を御願ひする次第です

 ヽ |
1  1
 ヽ 1梅
ヒ_」

1  11  1
1   11 乞|
| |1酬
L_」 日」

本

　

哺

一

ク

イ:

日

山

好 日山荘

大阪店 大阪市北匠堂
ビル前協和ビル三階
西 岡 一 雄

東京店 東京都中央E
銀座西■/五 (電話京
橋 (56)36o0
海 野 治 良

唯
専
て
具
し
用

そ

一

の

キ
本最古
と ス

一の

間店

の
登
出
界
の
先
覺
者
で
あ
る
こ
と
が
、

若
い
人
達
に
も
よ
く
剣
る
と
思
　
。

分
の
舟
五
　
前
‐―

大
正
四
年
の
干

ザ
岳
登
山
の
詳
細
な
記
録
も
、
珍
し
い

も
の
で
あ
る
）

研
究
的
な
も
の
で
は
、
科
學
博
物
館

佐
竹
義
輔
博
士
の
″
飯
豊
の
植
物

″

が
あ
り
、
初
に
イ
イ
デ
リ
ン
ド
ウ
が
書

い
て
あ
る
が
、
私
も
昨
年
科
學
博
物
館

で
、
博
士
か
ら
詳
し
い
お
話
を
聞
て
興

味
を
深
く
し
た
。

そ
の
他
、
″
ば
か
ゆ
き
談
義

″
高
橋

喜
干
氏
、
″
越
後
の
高
山
蝶

″
野
李
安

藝
雄
氏
、
″
ア
ル
パ
イ
ン
プ
ラ
ン
ツ

″

伊
藤
至
氏
の
三
篇
も
面
白
で
讀
ん
だ
。

全
篇
、
会
員
諸
氏
の
山
行
そ
の
他
の

記
録
升
篇
で
埋
め
島
れ
て
ゐ
る
。
地
域

か
ら
い
え
ば
、
大
体
北
越
に
集
中
し
て

い
る
の
は
、
編
集
者
藤
島
氏
の
声
固
に

よ
る
こ
と
ゝ
思
う
が
、
由
末
―
端
か
ら

は
し
へ
七
十
里
も
あ
る
大
國
越
後
の
こ

と
だ
か
ら
、
隈
な
く
ゆ
き
わ
た
ろ
う
と

し
て
も
、
そ
れ
は
で
き
な
い
相
談
と
い

う
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
必
要
も

な
い
。
私
よ
越
後
の
山
―――
に
は
以
前
か

ら
深
い
愛
着
を
い
だ
い
て
い
る
が
、
い

ま
も
、
今
後
も
ま
す
ノ
＼
張
く
な
り
つ

ヽ
あ
る
し
だ
い
で
、
い
く
た
参
考
と
な

る
べ
計
内
容
を
，も
つ
こ
の
書
を
、
会
員

は
素
よ
り
、
す
べ
て
越
後
の
山

へ
開
心

を
寄
せ
ら
わ
る
人
達
に
ぜ
ひ
讀
ん
で
頂

き
た
い
と
お
す
ゝ
め
し
て
や
ま
な
い
。

主
　
要
　
記
　
録

只
見
川
水
源
、
飯
豊
―
藤
鳥
玄
。
御
岬

東
岳
―
井
本
厳
ｏ
大
早
Ｈｌ
川
―
佐
藤

一

筆
。
万
太
郎
谷
―
高
頭
詳
八
。
頸
城
の

三
山
―
卒
田
諄

一
郎
じ
駒
ガ
岳
―
伊
倉

剛
三
。
毛
猛
山
―
笠
原
藤
七
。
爾
彦
山

―
花
井
馨
）
蓮
華
温
泉
―
田
原
善
治
。

守
門
―
高
林
弘

一
ｃ
佐
波
―
信
田
敬

テントマツト・シユラフサツタ生括_+
リユタサツク・ オーバシユズ

百宙~ハ

(シ ュラーフサツクのイ;多理改造致します)

製造加工修理

吉 田 喜 義 喬 店
東京都杉並E中通町一番地(中央線荻窪繹 |ヒ ロ下卓〕
連絡所 新宿E三榮町三 山友祗 高 橋 靴 店
お断 り 会報 147院 f元芝赤蒻橋水野テノト店)と
あるは(……店員)の誤りに付蚊に訂正 します
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（
〓
）
登
山
の
た
め
の
ス
キ
ー
術

林
　
和
夫
著
　
Ｂ
六
版

一
七
二
貞

昭
和
十
五
年

一
月
　
有
漢
堂
発
行

（左
の
一
文
は
猪
谷
六
合
雄
氏
か
ら
林

氏
に
寄
せ
ら
れ
た
私
信
だ
が
，
特
に
猪

谷
氏
の
諒
解
を
得
て
掲
載
し
た
）

舞
啓
　
先
日
後
柴
園
で
固
ら
ず
も
御
本

と
御
手
紙
を
頂
戴
し
非
常
に
興
味
深
く

舞

ｔ
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
御
書
の
内

容
が
み
な
あ
な
た
の
貴
重
な
体
験
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
は
ゅ
る
御
歴
々

や
外
囲
の
理
論
の
受
贄
で
な
い
こ
と
な

ど
従
来
の
ス
キ
ー
術
書
か
ら
得
ら
れ
な

か
つ
た
愉
快
な
思
ひ
を
致
し
ま
し
た
。

仰
言
る
通
り
現
在
の
私
と
あ
な
た
は

多
少
の
立
場
を
異
に
し
て
ゐ

（νと
い
へ

ば
言

へ
な
い
こ
と
も
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
こ
と
は
ス
キ
ー
で
あ
り

私
の
ス
キ
ー
歴
は
ざ
つ
と
三
十
六
七
年

最
初
は
山
、
途
中
で
ジ
ヤ
ン
プ
、
そ
れ

か
ら
ま
た
山
で
、
大
当
に
競
技
に
入
つ

た
の
は
ま
だ
今
年
で
四
シ
ー
ズ
ン
ロ
で

す
か
ら
、
決
し
て
最
初
か
ら
の
競
技
畑

の
人
蘭
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（中
略
）

以
下
箇
條
書
の
や
う
に
し
ま
す
。
正

直
一
所
あ
な
た
の
御
市
見
に
は
同
感
の

所
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
す
し
、
私
を

大
方
啓
蒙
し
て
く
れ
た
所
も
あ
り
ま
す

併
し
何
虎
か
多
少
の
喰
ひ
滝
一ひ
を
感
じ

る
所
も
あ
り
ま
す
の
で
．
あ
な
た
　
提

案
し
て
み
た
り
質
問
し
て
み
た
い
こ
と

も
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も

こ
れ

は
お
互
の
育
つ
て
来
た
環
境
の
違
ひ
や

体
験
ハ
差

か
Ｌ
も
末
る
の
で
当
然
な
こ

と
で
も
あ
り
、
そ
れ
で
こ
そ
進
歩
も
あ

る
の
だ
と
思
ひ
ま
す
。
（
中
略
）

私
は
御
本
を
舞
見
し
て
最
初
に
感
じ

た
こ
と
は
用
語
の
研
究
が
急
務
で
あ

つ

と
い
ふ
こ
と
で
し
た
。
私
も
前
に
本
を

書
き
ま
し
た
時
に
こ
の
問
題
で
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
が
、
用
語
に
は
科
學
的
に
よ

い
言
葉
の
ほ
か
に
惑
覺
的
に
晏
当
な
言

葉
と
、
習
慣
的
に
親
し
み
の
な
る
言
葉

と
あ
り
ま
す
。
勿
論
以
上
の
何
れ
に
も

よ
い
言
葉
で
あ
れ
ば

一
番
よ
い
課
で
す

が
、
以
上
の
三
者
が

一
致
し
な
い
場
合

に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
ふ
こ
と
で

す
。次
は
力
互
ひ
に
ひ
ね
り

と
い
ふ
こ
と

に
就
て
も
う
少
し
突
込
ん
で
考
へ
て
み

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
す

例
へ
ば
上
体
を
内
へ
も
外
ぺ
も
全
く
振

ら
ず
に
膝
だ
け
で
捻
り
込
ん
だ
場
合
に

も
、
ひ
ね
つ
た
と
言
ふ
か
ど
う
か
と
い

ふ
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
理
論
的
に
は

兎
も
角
ス
キ
ー
術
に
開
し
て
は
多
分
ヨ

ー
ロ
ツ
パ
で
も
日
本
で
も
ひ
ね
つ
た
と

は
言
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
が
．
ど
う
御

考

へ
に
な
り
ま
す
か
。

Ｌ
体
が
順
方
向
に
も
逆
方
向
に
も
動

い
て
廻
縛
を
促
進
す
る
こ
と
な
く
、
専

ら
牽
制
作
用
に
だ
け
働
ぐ
こ
と
が
あ
る

と

い
ふ
こ
と
を
御
考
へ
に
な
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
五
四
貞
の
国
を
葬

見
す
る
と
そ
れ
を
御
考
へ
に
な
つ
て
ゐ

ら
れ
な
い
や
う
に
思
は
れ
ま
ず
が
。

初
心
者
八
山

へ
行
く
こ
と
を
唯

一
の

目
的
Ｌ
し
て
ゐ
る
人
だ
け
で
な
く

一
般

の
ス
キ
ー
ヤ
ー
も
含
め
て
）
を
導
く
わ

に
、
基
礎
技
術
と
曝
用
技
術
と
に
分
け

て
考
へ
る
方
が
賓
情
に
印
し
て
ゐ
る
と

は
御
考
へ
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

小
抵
抗
雲
上
で
は
風
ゴ
有
害
た
複
作

用
の
あ
る
上
体
の
ひ
ね
り
を
、
初
心
者

の
ど
う
い
ふ
時
期
に
教

へ
る
の
が

一
番

適
当
と
御
考

へ
に
な
り
ま
す

か
。
官
は

私
達
も
高
級
技
術
の
一
つ
と
し
て
小
抵

抗
雪
上
で
し
か
も
浅
廻
り
の
時
に
、
極

め
て
微
量

ダ
が
ら
上
体
に
ひ
ね
り
を
利

用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

は
と
て
も
初
心
者
に
と
つ
て
有
益
な
も

の
で
は
な
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
ｏ

も

つ
一
つ
ハ
イ
ク
ラ
ス
な
滑
降
競
技

は
私
も
た
し
か
に
ス
ペ
シ
ア
ル
ケ
ー
ス

だ
と
思
ひ
ま
す
が
、
私
は
ま
た
十
貫
に

余
る
荷
吻
を
背
員
つ
て

、私
も
多
少
の

経
験
は
あ
り
ま
す
）
山

へ
入
る
の
も
、

一
般
の
ス
キ
ー
か
ら
考

へ
れ
ば
、
決
し

て
競
技
に
も
劣
ら
な
い
ス
ペ
シ
ア
ル
ケ

ー
ス
だ
と
思
ひ
ま
す
が
、
そ
ら
御
考
へ

に
な
り
ま
せ
ん
か
り

そ
れ
か
ら
是
非
教

へ
て
頂
き
た
い
の

は
、
返
へ
し
の
ポ
デ
イ
ス
ウ
イ
ン
グ
の

要
領
で
す
。
こ
の
言
葉
ｔ
澤
本
さ
ん
以

来
で
す
が
、
私
達
は
返

へ
し
の
ボ
デ
イ

ス
ウ
イ
ン
グ
と

い
ふ
と
、
廻
韓
後
牛
の

或
る
時
期
に
上
体
を
外

へ
振
り
戻
す
や

う
な
印
資
を
受
け
ま
十
が
、
御
本
の
九

七
頁
の
挿
画
を
見
ま
す
と
初
期
に
内
方

へ
ひ
ね
っ
た
上
体
が
、
そ
の
後
ず

つ
と

後
期
に
か
け
て
極
め
て
徐
々
に
寧
ろ
い

つ
の
間
に
か
外
向
に
な
つ
モ

ゐ
る
や
う

に
考
へ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
が
返

へ
し

の
ボ
デ
イ
ス
ウ
イ
ン
グ
と
解
繹
し
て
も

宜
し
い
で
せ
う
か
。
若
し
も
こ
の
通
り

と
す
れ
ば
私
達
は

（
自
分
達
だ
け
か
も

嘔
れ
ま
せ
ん
が
）
こ
れ
を
振
り
込
み
と

匠
別
し
て
振
り
止
め
と
言
つ
て
お
り
ま

す
が
、
ア
レ
ー
の
廻
韓
に
大
変
よ
く
似

て
ゐ
る
系
統
の
ム
の
ゝ
や
う
に
思
は
れ

ま
す
。
何
れ
雲
の
上
で
指
導
し
て
頂
け

ち
折
が
あ
れ
ば
き
つ
と
苦
も
な
く
了
解

出
来
　
も
の
と
思
つ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
日
の
早
く
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

ま
こ
と
に
乱
雑
な
書
き
方
で
済
み
ま

せ
ん
が
御
判
讀
御
願
ひ
中
上
ま
す
。
取

急
ぎ
御
返
事
の
み
申
上
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
甚
だ
書
き
足
り
ま
せ
ん
が
、
何
れ
大

会
で
も
終
つ
た
ら
補
正
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
ひ
ま
す
。

二
月
十
日

猪
谷
六
合
雄

寄

贈

日

書

和
書
の
部
（績
き
）

田
邊
主
計
氏
寄
贈

（績
き
）

書
　
　
名
　
　
　
　
　
　
著
者
名

地

形

學

入

門
　
　
　
香
川
　
幹

一

千
　
島
　
の
　
山
　
　
長
谷
川
清
二
郎

ヒ
マ
ラ
ャ
ヘ
の
挑
哉
〓
全
―
元
元

ア
ン
ジ
エ
ル
著
、
近
藤

等
課

永
　
河
　
の
　
山
　
　
　
田
中
　
　
薫

西
蔵
の
過
去
と
現
在

チ
ャ
ー
ル
ス
・
ベ
ル
著
田
中

一
呂
詳

絹
　
へ
　
の
　
道

ス
ウ
エ
ン
ｏ
ヘ
デ
イ
ン
著
橋
田
憲
輝
詳

熱
河
　
″
　
　
　
　
　
　
黒
川
武
敏
繹

顔
―
御
殿
場
清
話
　
　
世
界
の
日
本
社

山
日
記
　
九
二
六
、
二
六
〇

一　
一
一朋

山
―
研
究
と
随
想
　
　
　
大
島
　
亮
吉

ウ
ム
・デ
ン
・
カ
ン
チ
　
一慶
應
劇
岳
部
津

旅

か

ら

旅

へ
　

　

石
川

欣

一

白
　
　
頭
　
　
山
　
　
　
京
大
遠
征
除

山
岳
日
書
展
覧
會
目
録
　
日
本
山
岳
會

ナ
ン
ダ

・
コ
ツ
ト
登
攀
　
竹
節
　
作
大

ア

ル

．ヘ　
ン
行
　
　
　
鹿
千
本
員
信

ヒ
　
マ
　
ラ
　
ヤ

″何
　
　
　
　
″

會
報
３５
５１
１
‐０１
１
・２８

・ヽ１８
・２５
・２６
鉄
）
他
に

餘
部

一
八
計
九
四
朋
　
日
本
山
岳
會

登
高
行
三
、
六
、七
、八
、九
、
一
〇
、
一
一

一
二
千
計
九
朋
　
　
　
慶
應
山
岳
部

部
報
自

一
至
六
計
六
勝
　
北
大
山
岳
部

部
報
自

一
至
八
計
八
朋
　
立
致
山
岳
部

リ
ュ
ツ
ク
サ
ツ
ク
六
、
七
、
九
計
三
朋

早
大
山
岳
部

針

葉

樹

九

琥
　
東
京
商
大
‐―
・
―
岳
部

年
報
ス
キ
ー
創
刊
琥
　
早
大
ス
キ
ー
部

わ
ら
ぢ
　
五
琥
　
　
松
本
高
校
山
岳
部

開
西
學
聯
報
告
　
　
自
四
至
八
計
五
朋

関
東
　
〃
　
　
　
　
自

一
至
三
計
三
勝

年
　
報
　
一
一　
琥
　
　
　
横
濱
山
岳
曹

尾
ぜ
五
．
六
読
　
計
二
朋
　
尾
ぜ
の
會

報
告
　
　
　
一一観
　
東
京
農
大
山
岳
部

み
ル
ゾ
　
自

一
至
六
〇
計
六
〇
朋

探
槍
自

一
至
七
計
七
朋
　
朋
　
文
　
堂

ベ
ル
グ
ハ
イ
ル
　
ー
２
　
四
高
旅
行
部

坂
倉
登
喜
子
氏
寄
贈

日

本

風

景

論
　
　
　
志
賀
　
重
昂

地
　
　
質

　

學

　

　

佐
藤
　
博
蔵

筑
　
　
波
　
　
山
　
　
　
岩
上
　
方
外

鐵
道
沿
線
地
案
内
　
　
　
鐵
　
道
　
省

針
葉
樹
、十
週
年
記
念
）

商
大
山
岳
部

地
　
球
（温
泉
琥
）
　

　

地
球
　
學
園

山
を
思
う
（
雷
鳥
圏
）
　

百
瀬
慣
太
郎

歴
史
咆
理
（富
土
山
琥
）

日
本
歴
史
地
理
學
會

山
と
渓
谷

Ю
も
ω
も
っ
ｔ
ｏ
メ
〓
Ｎ
　
五
冊

山
小
屋
　
１
７１
８１
三
朋
　
朋
　
文
　
堂

登
山
と
ス
キ
１
７
年
１０
月
１５
年
４
月
１６

年
１
月
　
四
朋
　
登
山
と
ス
キ
ー
祗

山
と
高
原
１４
年
９
、１２
、１５
年
Ｈ
月

三
朋
　
朋
　
文
　
堂

岳

八
　
２８
年
９
月
　

　

岳

人

祗

島
田
巽
氏
寄
賠

立

山

群

峰

飢
　
　
　
　
岳

峠

と

高

原

大

菩

薩

連

嶺

山
河
を
ち
こ
ち

文
藝

（山
の
特
集
）

ひ
だ
び
と
（
第
五
十
記
念
競
）

山
し
．雪
自

．
至
八
及
二
年

一
、
二
琥

一
〇
朋
　
　
　
山
と
雪
の
會

村
井
米
子
氏
寄
贈

山
々
と
婦
人
（
登
山
の
手
引
）
黒
日
米
子

雪
山
の
あ
け
く
れ
　
　
　
　
ク

山
々
谷
々
（
北
ア
の
絵
と
随
筆
）

尾
崎
喜
八
他

河 西 松 田 ク冠
出 岡井部

松
書 一 幹 重  次
房雄 雄 治  郎

(6)
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會
　
目員
　
一通
　
信

山
形
鶴
岡
山
岳
会
　
石
井
　
貞
吉

当
鶴
岡
山
岳
会
も
昭
和
七
年
結
成
以

来
、
当
地
方
の
山

々
、
北
ア
ル
プ
ス
方

面
に
も
活
躍
い
た
し
て
を
り
ま
し
た
が

戦
争
の
篤
に
中
絶
の
如
く
な
り
ま
し
た

が
、　
一
昨
年
新
含
員
を
入
れ
て
再
破
足

い
た
し

（
十
二
名
）
飯
豊
山
、
鳥
海
山

等
の
夏
山
行
、
ス
キ
ー
部
で
は
鳥
海
山

月
山
等

へ
参
り
ま
し
た
。
今
年
は
六
月

下
旬
靡
那
山
、
七
月
中
旬
月
山
、
八
月

上
旬
飯
豊
等
（
二
四
、
六
、　
一
七
）

岩
手
縣
田
老
鉱
山
　
堀
内
　
　
仁

漸
く
學
校
も
卒
業
致
し
、
当
地
方
の

高
校
に
就
任
し
ま
し
た
。

三
陸
地
方
．
特
に
当
地
方

一
帯
の
宮

古
か
ら
久
慈
に
か
け
て
は
、
岩
手
の
チ

ペ
ツ
ト
と
も
い
わ
れ
、
文
化
的
に
よ
學

術
的
に
も
開
拓
さ
れ
て
を
ら
ず
、
森
林

生
態
を
専
攻
し
た
私
に
と
つ
て
は
、
興

味
の
非
常
に
多
い
地
方
で
あ
り
ま
す
。

例
え
は
、
ヒ
ナ
ス
ミ
レ
と
思
わ
れ
る

も
の
が
た
く
さ
ん
ぁ
っ
た
り
、
林
が
…

…
本
林
で
す
…
…
宮
古
は
お
ろ
か
田
老

の
町
に
も
花
を
嘆
か
せ
て
い
る
と
い
つ

た
よ
う
な
事
貿
で
す
。

北
上
山
脈
系
の
山
々
を
歩
く
の
に
は

邦
在
で
は
餘
り
に
時
間
の
餘
裕
を
も
ち

合
せ
な
い
の
が
残
念
で
す
。

（
廿
四
、
六
、　
一
八
）

宮
城
縣
関
上
町
　
　
大
橋
　
克
也

今
春
、
薬
幕
を
卒
業
Ｌ
た
の
で
す
が

…
…
二
月
―
四
月
に
三
高
と

一
緒
に
飯

豊
の
燒
曾
根
―
烏
帽
子
―
大
日
岳
を
朽

地
法
で
成
功
し
ま
し
た
。
さ
す
が
に
雪

量
は
豊
富
で
設
誉
班
の
私
達
も
い
い
雲

洞
を
作
り
ま
‐
ンた
０
同
期
間
に
新
潟
高

も
胃
行
に
入
り
、
水
晶
尾
根
完
登
を
目

ざ
し
、
偶
然
、
大
日
頂
上
で
握
手
を
交

し
た
り
し
ま
し
た
。
撤
牧
は
雨
で
ひ
ど

明
治
天
皇
が
御
泊
り
に
な
つ
た
の
を
此

地

へ
移
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

新
装
の
ル
ー
ム
に
も
折
を
み
ま
し
て

是
非
共
参
上
致
し
た
い
と
今
よ
り
築
し

み
に
し
て
居
り
ま
す
。

（
三
四
，
七
．

一
九
）
一臓
島
市
森
合
西
向
山
　
宮
田
恒
雄

小
生
去
る
十
七
日
よ
り
武
田
久
吉
博

士
の
お
件
を
し
て
、
國
立
公
園
候
補
地

の
御
案
内
を
承
り
、
五
色
―
滑
川
―
姥

湯
―
東
大
厳
―
吾
妻
温
泉
―
西
吾
妻
―

白
布
高
湯
―

天
峠
―
喜
多
方
―
熱
塩
―

檜
原
―
磐
梯
と
回
り
、
只
〈
途
中
よ
り

一
た
ん
帰
宅
し
て
御

ハ
ガ
キ
斉
見
し
ま

し
た
次
第
で
、
そ
の
篤
御
返
事
延
引
致

し
ま
し
た
ｏ

会
報
其
の
他
の
通
知
に
随
分
前
か
ら

末
て
を
り
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
調
べ

の
上
取
り
ま
と
め
お
途
り
下
さ
る
よ
う

お
願
い
た
し
ま
す
。

東
京
を
去
る
に
臨
み

て

濱
野
　
正
男

敗
戦
の
年
以
来
山
岳
會
に
引
つ
ば
り

出
さ
れ
、
十

一
年
か
Ｌ
十
五
年
の
今
日

迄
、
費
に
酷
使
さ
れ
た
。
或
る
乳
そ
の

酷
使
を
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
ん
だ
か
ら
不

思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
山
岳
會
も
、
も

う
そ
ろ
孝
ろ
私
な
ど
が
引
き
込
む
べ
き

時
期
に
な
つ
て
い
る
か
も
知
れ
な

い
。

と
こ
ろ
で
會
祗
の
都
合
で
今
度
名
古
屋

の
支
店
に
韓
ず
る
こ
と
に
な
つ
た
。
東

京
の
ジ
ヤ
ン
グ
ル
も
別
れ
に
く
い
こ
と

も
あ
る
が
、
ま
あ
旅
に
出
る
の
も
、
身

の
篤
と
思
い
承
諾
し
た
わ
け
で
ふ
る
）

と
こ
ろ
が
、
ど
こ
ま
で
も
酷
使
が
つ
き

ま
と
う
ら
し
　
、
名
古
屋
が
今
年
の
國

体
を
引
き

つ
け
て
い
る
。
ど
う
せ
亦
々

引
つ
ば
り
出
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
と

覺
悟
は
し
て
い
る
。

唯
會
の
再
建
に
共
に
働
ら
い
た
連
中

好

評

霊

責

中

り〕に(|,登
山とスキー用具̀

,、
(争
、

イワリ

昭
和
十
三
年
度
版

登
山

の
た

め

の

山
　
口
　
記

錠則
】・．Ю∞
剛

ス
キ

ー

術

籠

一一砒∞
印

と
別
れ
て
生
活
す
る
の
は
少
し
淋
し
い

よ
う
な
氣
が
す
る
。
日
本
山
岳
會
も
沿

え
て
し
も
う
の
で
は
な
い
か
と
、
随
分

時
間
を
つ
い
や
し
て
、
連
日
仲
脚
と
頭

を
ひ
ね
つ
た
が
、
い
ま
こ
の
様
な
立
派

な
ル
ー
ム
も
出
榮
、
亦
支
部
も
次
第
に

充
責
し
て
く
る
の
を
思
う
と
感
慨
に
た

え
な
い
。
存
京
中
。
特
に
御
迷
惑
を
か

け
、
亦
な
ら
ず
者
を
ぁ
き
ら
め
ず
に
指

導
し
て
く
れ
た
松
方
、
藤
島
大
人
を
始

め
入
洋
、
堀
田
ゝ
谷
日
、
閥
根
氏
の
方

々
に
心
か
ら
御
濃
を
い
い
た
い
ｃ

名
古
屋
に
行
つ
て
も
曹
の
事
は
い
つ

も
心
の
中
に
在
る
と
思
う
。
更
に
御
指

導
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

韓
勤
先

名
古
屋
市
中
Ｅ
西
菅
原
町
〓
丁
目

清
水
建
設
株
す
会
祗
名
古
屋
茅
一店

東京 好 日山幕 改

東京都中央E日 ス橋江戸橋一ノ七

絡戦徴西岡一雄老の同意を得まして岳兄海巧治良氏

と共に東京好日山難を復要経営にあたり現在に至り

ましたが此の度同氏は他所に新らしく開業される事

になりましたo就いては日本橋の営業所は二月一日

より藩琥クイワタ″と弘め従殊通り維績致し借ほ一

層岳界スキー界に

`ツ

カをつくしたく仁分にも斯界の

諸筑輩及愛好家省付の御移導と御愛顧 とを賜り度く

伏 して御鳳ひ申_lげます。

以上略儀乍え紙上を以つて御挨拶致します。

(7')

い
目
に
会
い
ま
し
た
が
詳
細
は
後
に
報

告
し
ま
せ
う
。
（
十
四
、
六
、
〓
○
）

一臓
岡
縣
中
間
町
　
　
伊
藤
幸
次
郎

先
月
阿
蘇
高
岳
北
尾
根
へ
参
り
ま
し

た
。
丁
度
門
司
港
騨
に
て
、
日
鉄
山
岳

部
吉
村
氏
他
十
名
餘
、
戸
畑
山
岳
会
月

原
氏
他
二
名
と
会
い
、
共
に
当
地
ま
で

参
り
ま
し
た
。
二
、
三
日
後
に
は
九
州

岳
連
會
長
安
川
氏
及
安
川
山
岳
部
　
致

名
、
中
岳
よ
り
高
岳
天
狗
の
舞
台
に
行

き
、
丁
度
北
尾
根
よ
り
末
ら
れ
た
月
原

氏
の
パ
ー
テ
イ
と
又
而
岡
山
の
會
の
加

藤
氏
よ
共
に
会
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
す

私
達
は
第

一
キ
ン
ツ
ト
に
て
雨
に
會
い

豫
定
日
敷
も
少
い
篤
目
的
を
達
せ
ず
し

て
飾
り
ま
し
た
、／
十
四
、
六
、
三
八
）

幽
申橋
市
向
山
台
町
六
　
天
野
敏
男

明
年
度
の
愛
知
國
体
の
山
岳
は
鈴
鹿

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

人
々
が
参
加
さ
し
て
頂
け
る
の
か
、
参

加
の
方
法
は
ど
う
し
た
ら
よ
ろ
し
い
か

…
…
私
達
の
山
岳
「
は
大
に
張
切
つ
て

を
り
ま
す
が
、
都
合
で
大
き
い
山
行
が

で
き
ず

一
、
二
泊
程
度
で
八
〇
〇
―

一

二
〇
〇
位
の
山
々
を
度
々
や
つ
て
お
り

ま
す
。
私
達
の
郷
土
、
愛
知
縣
の
〓
河

に
も
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
餘
り
人

の
入
つ
て
い
な
い
七
〇
〇
―

一
三
〇
〇

米
級
の
山
々
が
、
飯
田
線

ｏ
田
口
鐵
道

の
滑
線
に
二
十
近
く
あ
り
ま
す
の
で
Ｄ

機
会
の
あ
る
度
に
登
つ
て
を
り
ま
す
。

富
士
へ
升
名
程
つ
オー
て
登
山
し
、
昨
日

夜
行
で
掃
一つ
て
参
り
ま
し
た
。
（
二
四
、

七
、
二
七
）

長
野
縣
諏
訪
郡
玉
川
村
　
牛
山
大
六

去
る
十
日
尾
崎
喜
八
先
生
を
お
尋
ね

致
し
ま
し
た
。
御
任
居
は
東
に
八
ガ
岳

南
に
多
無
漢
谷
、
鋸
、
駒
、
鳳
凰
ア
窓

邊
に
招
き
、
さ
ら
に
富
士
の
秀
峯
。
北

は
日
本
ア
ル
プ
ス
、
槍
、
穂
高
を
は
る

か
に
迎
え
る
松
林
の
中
で
す
。

此
家
は
落
合
相
蔦
木
の
薔
本
陣
で
、

東
京
紳
田

若

漢

堂
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